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各学年の内容の取り扱い

３．４年 ５．６年

Ｇ 保健 Ｇ 保健
(1) 健康な生活 (1) 心の健康
(1) 健康な生活について，課題を見付け，その解決を目指した活動を通して， (1) 心の健康について，課題を見付け，その解決を目指した活動を通して，次 の事項を身に付けるこ
次の事項を身に付けることができるよう指導する。 とができるよう指導する。
ア 健康な生活について理解すること。 ア 心の発達並びに不安や悩みへの対処について理解するとともに,簡単な 対処をすること。
(ｱ) 心や体の調子がよいなどの健康の状態は，主体の要因や周囲の環境の要因 (ｱ) 心は，いろいろな生活経験を通して，年齢に伴って発達すること。
が関わっていること。 (ｲ) 心と体には，密接な関係があること。
(ｲ) 毎日を健康に過ごすには，運動，食事，休養及び睡眠の調和のとれた生活 (ｳ) 不安や悩みなどへの対処には，大人や友達に相談する，仲間と遊ぶ， 運動をするなどいろいろな
を続けること，また，体の清潔を保つことなどが必要であること。 方法があること。
(ｳ) 毎日を健康に過ごすには，明るさの調節，換気などの生活環境を整えるこ イ 心の健康について，課題を見付け，その解決に向けて思考し判断すると ともに，それらを表現する
となどが必要であること。 こと。
イ 健康な生活について課題を見付け，その解決に向けて考え，それ を表現す 心の健康については，心は発達すること，及び心と体には密接な関係があるこ とについて理解できるよ
ること。 うにする必要がある。また，不安や悩みなどへの対処に はいろいろな方法があることを理解できるように
健康な生活については，児童が自ら主体的に健康によい生活を送るための基礎 するとともに，不安や悩みなど を緩和するための対処の方法を行うことができるようにする必要がある。

として，健康の大切さを認識できるようにするとともに，毎日の生活に関心をも さらに， 心の健康に関する課題を見付け，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに， それらを
つようにし,健康によい生活の仕方を理解できるようにする必要がある。また， 表現できるようにする必要がある。このため，本内容は，感情，社会性，思考力など，様々なはたらきの
健 康な生活に関する課題を見付け，よりよい解決に向けて考え，それを表現で 総体とし て捉えることができる心が，様々な生活経験を通して年齢に伴って発達すること，また，心と体
きる ようにする必要がある。さらに，自己の生活を見直すことを通して，健康 は深く影響し合っていること，不安や悩みなどは誰もが経験すること，それらへの対処にはいろいろな方
によい １日の生活の仕方や生活環境を整えることについて実践する意欲をもて 法があることなどの知識及び不安や悩みな どへの対処の技能と，心の健康に関する課題を解決するための
るようにすることも大切である。 思考力，判断力，表現力等を中心として構成している。
このため，本内容は，健康の状態には主体の要因や周囲の環境の要因が関わっ

ていること，また，健康を保持増進するには，１日の生活の仕方が深く関わって
いること，体を清潔に保つこと，生活環境を整えることが必要であることなどの
知識と健康な生活に関する課題を解決するための思考力，判断力，表現力等を
中心として構成している。
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ア 知識 ア 知識及び技能
(ｱ) 健康な生活 健康の状態には，気持ちが意欲的であること，元気なこと，具 (ｱ) 心の発達
合の悪いところがないことなどの心や体の調子がよい状態があることを理解でき 心は人との関わり，あるいは自然とのふれあいなど様々な生活経験や学習 を通して，年齢に伴って発達
るようにする。また，健康の状態には，１日の生活の仕方などの主体の要因や身 することを理解できるようにする。その際，家 族，友達，地域の人々など人との関わりを中心として取り
の回りの環境の要因が関わっていることを理解できるようにする。その際，心や 扱うようにし，心 が発達することによって，自己の感情をコントロールしたり，相手の気持ち を理解し
体が健康であることは，人と関わりながら明るく充実した毎日の生活を送 れる たりすることができるようになることにも触れるようにする。また， 自己の気持ちを上手に伝えるなど，
ことにつながり，健康がかけがえのないものであることにも触れるようにする。 よりよいコミュニケーションが大切であ ることにも触れるようにする。
(ｲ) １日の生活の仕方 健康の保持増進には，１日の生活の仕方が深く関わって (ｲ) 心と体との密接な関係
おり，１日の生活のリズムに合わせて，運動，食事，休養及び睡眠をとることが 不安や緊張時には，動悸が激しくなったり，腹痛を起こしたりすること， 体調が悪いときには，集中で
必要であることを理解できるようにする。その際，日常生活に運動を取り入れる きなかったり，落ち込んだ気持ちになったり， 体調がよいときには，気持ちが明るくなったり，集中でき
ことの大切さについても触れるようにする。 また，手や足などの清潔，ハンカ るようになったり することなど，心と体は深く影響し合っていることを理解できるようにする。
チや衣服などの清潔を保つことが必要であることを理解できるようにする。 (ｳ) 不安や悩みなどへの対処
(ｳ) 身の回りの環境 健康の保持増進には，生活環境が関わっており，部屋の明 不安や悩みなどがあるということは誰もが経験することであり，そうした 場合には，家族や先生，友達
るさの調節や換気などの生活環境を整えることが必要であることを理解できるよ などと話したり，相談したりすること，仲間と 遊ぶこと，運動をしたり音楽を聴いたりすること，呼吸法
うにする。 を行うなどによっ て気持ちを楽にしたり，気分を変えたりすることなど様々な方法があり，適 切な方法

で対処できることを理解できるようにする。その際，自己の心に不 安や悩みなどがあるという状態に気付
イ 思考力，判断力，表現力等 くことや不安や悩みなどに対処するた めに様々な経験をすることは，心の発達のために大切であることに
健康な生活に関わる事象から課題を見付け，健康な生活を目指す視点から，解 も触れる ようにする。 不安や悩みなどへの対処として，体ほぐしの運動や深呼吸を取り入れた呼 吸法な

決の方法を考え，それを伝えることができるようにする。 どを行うことができるようにする。
[例示]
・ １日の生活の仕方などの主体の要因や身の回りの環境の要因から健康に関わ イ 思考力，判断力，表現力等
る課題を見付けること。 心の健康に関わる事象から課題を見付け，心をよりよく発達させたり不安や 悩みなどに対処したりする
・ 運動，食事，休養及び睡眠，体の清潔，明るさの調節や換気などの学習した 視点から，解決の方法を考え，適切なものを選び， それらを説明することができるようにする。 [例示]
ことと，自分の生活とを比べたり関連付けたりして，1 日の生活の仕方や生活環 ・ 心の発達に関する事柄や，不安や悩みなどの経験から，心の健康に関わ る課題を見付けること。 ・
境を整えるための方法を考えること。 心の発達や心と体の関わりについて，自己の経験と学習したことを関連 付けて，よりよく心を発達させる
・ 健康な生活について，健康に過ごすために考えた方法を学習カードなどに書 適切な方法や心と体の関わりについて考 えること。 ・ 不安や悩みなどに対処する様々な方法を考え，学
いたり，発表したりして伝え合うこと。 習したことを活用して， 適切な方法を選ぶこと。 ・ 心の健康について，考えたり選んだりした方法がな

ぜ適切なのか，理由 をあげて学習カードなどに書いたり，友達に説明したりすること。

(2) 体の発育・発達 (2) けがの防止
(2) 体の発育・発達について，課題を見付け，その 解決を目指した活動を通 (2) けがの防止について，課題を見付け，その解決を目指した活動を通して，次の事項を身に付けるこ
して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 とができるよう指導する。
ア 体の発育・発達について理解すること。 ア けがの防止について理解するとともに，けがなどの簡単な手当をすること。
(ｱ) 体は，年齢に伴って変化すること。また，体の発育・発達には，個 人差 (ｱ) 交通事故や身の回りの生活の危険が原因となって起こるけがの防止には，周囲の危険に気付くこと，
があること。 的確な判断の下に安全に行動すること，環境を安全に整えることが必要であること。
(ｲ) 体は，思春期になると次第に大人の体に近づき，体つきが変わったり， (ｲ) けがなどの簡単な手当は，速やかに行う必要があること。
初経，精通などが起こったりすること。また，異性への関心が芽生える こと。 イ けがを防止するために，危険の予測や回避の方法を考え，それらを表現 すること。

けがの防止については，けがの発生要因や防止の方法について理解できるよう にする必要がある。また，
(ｳ) 体をよりよく発育・発達させるには，適切な運動，食事，休養及び睡 眠 けがが発生したときには，その症状の悪化を防ぐため に速やかに手当ができるようにする必要がある。さ
が必要であること。 らに，危険を予測し回避する 方法を考え，それらを表現できるようにする必要がある。
イ 体がよりよく発育・発達するために，課題を見付け，その解決に向けて考 このため，本内容は，交通事故や身の回りの生活の危険などを取り上げ，けが の起こり方とその防止，
え，それを表現すること。 けがの悪化を防ぐための簡単な手当などの知識及びけが の手当の技能と，けがの防止に関する課題を解決
体の発育・発達については，その一般的な現象や思春期の体の変化などについ するための思考力，判断力，表現力等などを中心として構成している。
て理解できるようにする必要がある。また，体をよりよく発育・発達させるた
め の生活の仕方について理解できるようにする必要がある。さらに，体の発育
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・発 達に関する課題を見付け，よりよい解決に向けて考え，それを表現できる
ように することも必要である。
このため，本内容は，体が年齢に伴って変化すること，体の発育・発達には個
人差があること，思春期になると体に変化が起こり，異性への関心も芽生える
こと，体の発育・発達には適切な運動，食事，休養及び睡眠が必要であることな
ど の知識と体の発育・発達に関する課題を解決するための思考力，判断力，表
現力等を中心として構成している。

ア 知識 ア 知識及び技能
(ｱ) 体の発育・発達 体の発育・発達については，身長，体重などを適宜取上げ， (ｱ) 交通事故や身の回りの生活の危険が原因となって起こるけがとその防止
これらは年齢 に伴って変化することを理解できるようにするとともに，個人差 ㋐ 毎年多くの交通事故や水の事故が発生し，けがをする人や死亡する人が少なくないこと，また，学校
があること を理解できるようにする。 生活での事故や，犯罪被害が発生していることを理解できるようにするとともに，これらの事故や犯罪,そ
(ｲ) 思春期の体の変化 れらが原因と なるけがなどは，人の行動や環境が関わって発生していることを理解できるようにする。
㋐ 思春期には，体つきに変化が起こり，人によって違いがあるものの，男子は ㋑ 交通事故や身の回りの生活の危険が原因となって起こるけがを防止するためには，周囲の状況をよく
がっしりした体つきに，女子は丸みのある体つきになるなど，男女の 特徴が現 見極め，危険に早く気付いて，的確な判断の下に安全に行動することが必要であることを理解できるよう
れることを理解できるようにする。 にする。その際，交通事故の防止については，道路を横断する際の一時停止や右左の安 全確認などを，学
㋑ 思春期には，初経，精通，変声，発毛が起こり，また，異性への関心も芽生 校生活の事故によるけがの防止については，廊下や階段の歩行の仕方，運動場などでの運動や遊び方など
えることについて理解できるようにする。さらに，これらは，個人差があるもの を，犯罪被害の防止については，犯罪が起こりやすい場所を避けること，犯罪に巻き込まれそうになった
の，大人の体に近づく現象であることを理解できるようにする。 らすぐに助けを求めることなどを取り上げるようにする。なお，心の状態や体の調子が的確な判断や行動
なお，指導に当たっては，発達の段階を踏まえること，学校全体で共通理解を に影響を及ぼすことについても触れるようにする。

図ること，保護者の理解を得ることなどに配慮することが大切である。 ㋒ 交通事故，水の事故，学校生活の事故や，犯罪被害の防止には，危険な場所の点検などを通して，校
(ｳ) 体をよりよく発育・発達させるための生活 舎や遊具など施設・設備を安全に整えるなど，安全な環境をつくることが必要であることを理解できるよ
体をよりよく発育・発達させるための生活の仕方には，体の発育・発達によい うにする。その際，通学路や地域の安全施設の改善などの例から，様々な安全施設の整備や適切な規制が
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運動，多くの種類の食品をとることができるようなバランスのとれた食事，適切 行われていることにも触れるようにする。
な休養及び睡眠などが必要であることを理解できるようにする。 その際，運動
については，生涯を通じて骨や筋肉などを丈夫にする効果が 期待されること， (ｲ) けがの手当
食事については，特に，体をつくる基になるたん白質，不足がちなカルシウム， ㋐ けがをしたときには，けがの悪化を防ぐ対処として，けがの種類や程度などの状況をできるだけ速や
不可欠なビタミンなどを摂取する必要があることについても触れるようにする。 かに把握して処置すること，近くの大人に知らせることが大切であることを理解できるようにする。また，

自らできる 簡単な手当には，傷口を清潔にする，圧迫して出血を止める，患部を冷やすなどの方法がある
ことを理解できるようにする。

イ 思考力，判断力，表現力等 ㋑ すり傷，鼻出血，やけどや打撲などを適宜取り上げ，実習を通して，傷口を清潔にする，圧迫して出
体の発育・発達に関わる事象から課題を見付け，体のよりよい発育・発達を目 血を止める，患部を冷やすなどの自らできる簡単な手当ができるようにする。
指す視点から，適切な方法を考え，それを伝えることができるようにする。
[例示] イ 思考力，判断力，表現力等
・ 身長や体重などの年齢に伴う体の変化や体の発育･発達に関わる生活の 仕方 けがの防止に関わる事象から課題を見付け，危険の予測や回避したり，けがを手当したりする方法を考え，
から課題を見付けること。・ 思春期の体の変化について，学習したことを，自己 それらを伝えることができるようにする。
の成長と結び付けて 考えること。 [例示]
・ 体をよりよく発育・発達させるための生活について，学習したことを自 己の ・人の行動や環境，手当の仕方などから，けがの防止や症状の悪化の防止に 関わる課題を見付けること。
生活と比べたり，関連付けたりするなどして適切な解決方法を考える こと。 ・自分のけがに関わる経験を振り返ったり，学習したことを活用したりして，危険の予測や回避の方法，
・ 体の発育・発達について，自己の成長や体をよりよく発育･発達させるた め けがなどの適切な手当の方法を考えたり，選ん だりすること。
に考えたことを学習カードなどに書いたり，発表したりして伝え合うこ と。 ・けがの防止について，けがや症状の悪化の防止のために考えたり，選んだりした方法がなぜ適切である

か，理由をあげて学習カードなどに書いたり，友達に説明したりすること。

(3) 病気の予防
(3) 病気の予防について，課題を見付け，その解決を目指した活動を通して， 次の事項を身に付けるこ
とがきるよう指導する。
ア 病気の予防について理解すること。
(ｱ) 病気は，病原体，体の抵抗力，生活行動，環境が関わり合って起こる こと。
(ｲ) 病原体が主な要因となって起こる病気の予防には，病原体が体に入るのを防ぐことや病原体に対す
る体の抵抗力を高めることが必要である こと。
(ｳ) 生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には，適切な運動，栄養の偏りのな
い食事をとること，口腔の衛生を保つことなど，望ましい生活習慣を身に付ける必要があること。
(ｴ) 喫煙，飲酒，薬物乱用などの行為は，健康を損なう原因となること。
(ｵ) 地域では，保健に関わる様々な活動が行われていること。
イ 病気を予防するために，課題を見付け，その解決に向けて思考し判断するとともに，それを表現する
こと。
病気の予防については，病気の発生要因や予防の方法について理解できるよう にする必要がある。また，

喫煙，飲酒，薬物乱用が健康に与える影響について理 解できるようにする必要がある。さらに，病気の予
防に関する課題を見付け，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに，それらを表現できるようにす
る必 要がある。
このため，本内容は，病気の予防には，病原体が体に入るのを防ぐこと，病原体に対する体の抵抗力を

高めること及び望ましい生活習慣を身に付けることが必要であること，また，喫煙，飲酒，薬物乱用など
の行為は健康を損なう原因となること，さらに，地域において保健に関わる様々な活動が行われているこ
となどの知識と病気の予防に関する課題を解決するための思考力，判断力，表現力等を 中心として構成し
ている。
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ア 知識
(ｱ) 病気の起こり方 日常経験している病気として｢かぜ｣などを取り上げ，病気は，病原体，体の抵抗力，
生活行動，環境などが関わり合って起こることを理解できるよう にする。
(ｲ) 病原体が主な要因となって起こる病気の予防 病原体が主な要因となって起こる病気として，インフル
エンザ，麻疹，風疹，結核などを適宜取り上げ，その予防には，病原体の発生源をなくしたり，移る道筋
を断ち切ったりして病原体が体に入るのを防ぐこと，また，予防接 種や適切な運動，食事，休養及び睡眠
をとることなどによって，体の抵抗力 を高めておくことが必要であることを理解できるようにする。
(ｳ) 生活行動が主な要因となって起こる病気の予防 生活行動が主な要因となって起こる病気として，心臓
や脳の血管が硬くなったりつまったりする病気，むし歯や歯ぐきの病気などを適宜取り上げ，その予防に
は，全身を使った運動を日常的に行うこと，糖分，脂肪分，塩分などを摂りすぎる偏った食事や間食を避
けたり，口腔の衛生を保ったりすることなど，健康によい生活習慣を身に付ける必要があることを理解で
きるようにする。
(ｴ) 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康
㋐ 喫煙については，せきが出たり心拍数が増えたりするなどして呼吸や心 臓のはたらきに対する負担な
どの影響がすぐに現れること，受動喫煙により周囲の人々の健康にも影響を及ぼすことを理解できるよう
にする。なお，喫煙を長い間続けるとがんや心臓病などの病気にかかりやすくなるなどの 影響があること
についても触れるようにする。
飲酒については，判断力が鈍る，呼吸や心臓が苦しくなるなどの影響が すぐに現れることを理解できる
ようにする。なお，飲酒を長い間続けると肝臓などの病気の原因になるなどの影響があることについても
触れるようにする。
その際，低年齢からの喫煙や飲酒は特に害が大きいことについても取り扱うようにし，未成年の喫煙や飲
酒は法律によって禁止されていること，好奇心や周りの人からの誘いなどがきっかけで喫煙や飲酒を開始
する場合があることについても触れるようにする。
㋑ 薬物乱用については，シンナーなどの有機溶剤を取り上げ，一回の乱用でも死に至ることがあり，乱
用を続けると止められなくなり，心身の健康 に深刻な影響を及ぼすことを理解できるようにする。その際，
覚醒剤を含む薬物乱用は法律で厳しく規制されていることにも触れるようにする。
(ｵ) 地域の様々な保健活動の取組 人々の病気を予防するために，保健所や保健センターなどでは，健康な
生活習慣に関わる情報提供や予防接種などの活動が行われていることを理解できるようにする。

イ 思考力，判断力，表現力等 病気の予防に関わる事象から課題を見付け，病気を予防する視点から解決
の方法を考え，適切な方法を選び，それらを説明することができるようにする。
[例示]
・ 病気の予防について，病原体，体の抵抗力，生活行動，環境などの要因から課題を見付けること。
・ 病気の予防や回復に関する課題について，学習したことを活用して解決の方法を考えたり，選んだりす
ること。
・ いくつかの病気の要因や起こり方を比べて，それぞれの病気に応じた予防の方法を選ぶこと。
・ 喫煙，飲酒，薬物乱用と健康について，それらの害や体への影響を考えたり，地域の様々な保健活動の
取組の中から人々の病気を予防するための 取組を選んだりすること。
・ 病気の予防について，病気の予防や回復のために考えたり，選んだりした方法がなぜ適切であるか，理
由をあげて学習カードなどに書いたり，達に説明したりすること。


